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平成２８年度第１回小田原市いじめ防止対策調査会 会議録 

 

１ 日時  平成２８年７月５日（火）午後３時３０分～午後５時３０分 

  場所  おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ 会議室７ 

 

２ 出席者 

  学識経験者       嶋 﨑 政 男 （会長） 

精神科医          南   達 哉 

弁護士           田 代   宰 

  臨床心理士       小 倉 直 子 

  社会福祉士       芦 田 正 博 

 

３ 教育委員会職員 

  教育長       栢 沼 行 雄 

教育部長      内 田 里 美 

  教育部副部長    隅 田 俊 幸 

教育総務課長    柏 木 敏 幸 

教育指導課長    市 川 嘉 裕 

指導・相談担当課長 石 井 美佐子 

教育指導課指導主事 瀬 戸 由里子 

 

（校長会） 

小学校長会代表   長 澤   貴   

中学校長会代表   西 村 泰 和 

 

（事務局） 

教育総務課総務係長 高 瀬   聖 

教育総務課主査   佐久間 浩 美 

 

 

４ 議題等の概要 

（１） 小田原市いじめ問題対策連絡会での検討状況について  

（２） 不登校重大事態への対応について 

（３） その他 
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教育部副部長…本日司会を務めさせていただきます私教育部副部長の隅田でございます。どう

ぞよろしくお願いいたします。本日は、栢沼教育長が別の会議に出席しており

ますので少し遅れてまいります。本来であれば、冒頭に教育長から挨拶を申し

上げるところでございますが、本日は教育部長より挨拶していただきたいと思

います。教育長からは到着次第一言ご挨拶をいただきたいと思います。部長、

挨拶をよろしくお願いいたします。 

 

教 育 部 長…みなさん、こんにちは。お暑いところまたご多忙なところ本日の会議にご出席

いただきまして本当にありがとうございます。皆様のお手もとに、小田原市教

育大綱がございますのでご覧ください。昨年度、教育の目標や施策の根本的方

向性を定める小田原市教育大綱という形で策定させていただきました。教育と

いうと、どうしても学校教育というところに目がいきがちなのですが、今回は

教育を大きな木にたとえ、高く大きく育てるためには、小田原の豊かな自然・

歴史・文化を土壌として家庭や地域行政社会が一体となって教育を支えること

が必要だという考えで作らせていただきました。 

基本目標は３つ策定をいたしましたが、そのひとつとして、「一人ひとりの命

を尊重し、豊かに伸ばすひとづくり」を挙げさせていただきました。それぞれ

が持って生まれた命を尊重し、その資質を伸ばし、輝かしく花開き、実を付け

るためのひとづくりを目指していきたいと考えております。教育大綱は、市長

が策定したもので、こうした冊子にしまして、各ご家庭に全戸配布させていた

だきました。もちろん、小中学校の生徒児童にも配らせていただいたのです

が、教育関係者からは、全戸に配布するのはめずらしいのではないかというお

声を頂戴しています。 

さて、神奈川県の中学校で、昨年１０月、いじめが一因とみられる重大事態に

対して、学校内に第三者を入れた調査組織が設置されたという方向になりまし

た。この際、保護者からは、いじめ防止対策推進法にもとづく重大事態に該当

するとして調査組織の設置を求めましたが、設置までに１０か月がかかったと

いうことで、教育委員会の対応の遅さを指摘され批判された経過がございまし

た。 

また、３月には同じ神奈川県内の市町村の中で、平成２５年に自殺した中学生

に対するいじめの有無を調査していた第三者調査委員会から、いじめが複数認

められたという答申がまとめられたそれも同様なのですが、その自殺との関連

については、いじめだけが原因であるとは断定できないとしていながらも、学

校が対応していれば自殺を防ぐことができた可能性は否定できないとの答申が

あったと報じられました。 

このように、われわれの身近なところで重大事態が発生している現状がござい

ます。教育委員会といたしましても、こうした現状を真剣に受けとめなければ
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いけないと感じているところでございます。 

それぞれの事案に適切な対応をおこなうためには、学校だけではなく、教育委

員会また関係機関の皆様、そして皆様のような専門家の方々のご意見情報をい

ただきながら、子どもにとって辛い状況が早期に解消することが、我々の使命

であると考えております。本日も、それぞれの専門的な立場から忌憚のないご

意見をいただきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

教育部副部長…それでは、会議に入ります前に、本日お配りしております資料の確認をさせて

いただきたいと思います。１枚目に次第、２枚目に「いじめ防止対策調査会委

員名簿」、３枚目が本日の席次表、次に資料１－１「いじめ防止対策をより効

果的な取組としていくために」となります。資料１－２「いじめ対策に係る関

係機関とその役割について」、資料２－１「不登校の状況について」、資料２－

２「不登校重大事態に係る調査の指針」、資料２－３「不登校重大事態の対処

スケジュール」、参考資料１「不登校で困ったら」、参考資料２「いじめ初期対

応のポイント」となっております。それでは、本調査会の規則第５条の規定に

よりまして、議長を会長にお願いしたいと思います。 

嶋﨑会長よろしくお願いいたします。 

嶋 﨑 会 長…よろしくお願いいたします。それでは、限られた時間ではございますが、議題

が３点用意されておりますので、それぞれのお立場から専門的なご意見、幅広

い見方からのご意見もいただければと思います。議題の１でございますが、小

田原市いじめ問題対策連絡会ということで、資料１－１と１－２を準備させて

いただいておりますので、事務局の方からご説明をいただければありがたいと

思います。よろしくお願いします。 

 

教育総務課長…柏木でございます。よろしくお願いいたします。私から資料１－１「いじめ防

止対策をより効果的な取組としていくために」及び資料１－２「いじめ対策に

係る関係機関とその役割について」を説明をさせていただきます。 

まず、資料１－１の１ページをご覧ください。こちらは、小田原市いじめ問題

対策連絡会の第２回目の次第と名簿を示させていただいております。この会議

は、学校や地域に関わる関係団体及び法務局、児童相談所、警察等からなる委

員から構成されているいじめの未然防止策についてご議論いただいているとこ

ろでございます。５ページ以降は、当日の資料でございます。現在実施してい

る家庭や地域との学校の連携した事業及び関係団体と学校が連携した事業を掲

げております。また、３ページ以降は、各団体からの事業聞き取りの内容とな

っております。これらの取組状況を整理するために、A３版資料１－２「いじ

め対策に係る関係機関とその役割について」を作成いたしました。こちらをご

覧いただきたいと思います。資料の真ん中の欄に、学校及び教育委員会を示し
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てございます。その上に、関係機関ということで、児童相談所や警察等関係団

体や専門家を示してございます。また、教育委員会の下側には、地域団体・自

治会連合会やＰＴAといった団体を掲示してございます。この縦軸に対しまし

て、横軸は左から未然防止への対応・個別事案への対応・重大事態への対応と

なっており、それぞれの会議体や組織をいじめ問題対策連絡会での情報をもと

に整理したものでございます。上段には、アプローチの方向性として、未然防

止への対応、個別事態への対応、重大事態への対応について、それぞれの局面

で留意すべき事項をまとめました。 

今、教育長がみえましたので中断させていただきます。 

 

教 育 長…会議を途中中断して申し訳ありませんが、一言ご挨拶を申し上げます。委員の 

皆様には、昨年からこの委員をお引き受けいただき、本市のいじめ調査会にか

かわるお仕事にご尽力をいただいているということで大変ありがたく思ってお

ります。私が教育長になりましてから、「命・地域・信頼」という３つのキー

ワードで、本市の教育行政を進めているところでございますが、とりわけ

「命」というキーワードに関しては、「命を守る教育のまちおだわら」という

ことを目指しまして、とりわけいじめにかかわる部分は、子どもたちの命ある

いは人権に直結するということで大変重くこのキーワードを受けとめ各学校で

日々取り組んでいただいているところでございます。 

そうした中で、一つの大きないじめの背景には、よく言われておりますが、 

２０の軽微な出来事があると言われています。また、その背景には、３０ほど

の小さな兆候が存在するとも言われております。このことは、小さなサインを

見逃さないでその小さなサインが大きな問題になるといわれることの所以とな

ると感じているところでございます。まさに、小さな兆候に気づく感性といい

ますか、そういったことが学校現場、特に先生方には身につけていただきたい

し、また、日々の実践が今小田原の方でも後追いではなく先取りといいます

か、予防的措置といいますかそういった気づく感性こそまさにいじめの重大事

態を防ぐ大きなもとになると思います。 

そういった意味で、各学校では予防的な対応としてＹＰプログラム或いはハイ

パーＱＵというようなことでいろいろな子ども達の暮らす習慣の兆候をつかん

でいるわけですけれども、それを実際にどういうふうに科していくのか、また

どういう方策をもって各学校現場はそれを活用して生かしていくのかその具体

的なものがなかなか見えなかったり、あるいは成果としてもなかなか表れてこ

ないということで、その前段の部分をどうするかというまさに未然防止への対

応というところが、本市が掲げているまた私自身も課題として感じるところで

ございます。 

委員の皆様には、今日のいくつかの内容の中でも特に予防措置や未然防止とい

った点でもいろいろご指導またご助言をいただければありがたいなと感じると
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ころであります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございました。それでは先程の続きをお願いいたします。 

 

教育総務課長…資料１－２「いじめ対策に係る関係機関とその役割について」に戻っていただ

きたいと思います。一番左側には各団体、右に移るにしたがって未然防止への

対応・個別事案への対応・重大事態への対応とそれぞれの団体がどのような取

組をしているかというものをリンクさせていただきました。こういった中で、

未然防止には地域団体の連携の必要性、個別事案への対応は各関係機関への窓

口の対応、重大事態への対応は専門性が求められるところでございますが、そ

れぞれの役割分担とともに対応が手薄な部分などもこのワーキングをした状態

で明らかになっているのではないかと思います。事務局といたしましては、こ

ちらにいじめをくくってはございますが、委員の皆様に、専門的見地からそれ

ぞれの取組や対策についてどのような事態について対応をしていったらよいか

などをご議論していただければと思っております。以上で、資料１－１及び資

料１－２の説明をおわらせていただきます。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございました。それでは、第１の議題につきましてですが、小倉先 

生、臨床心理のお立場からいわゆる検査法・テスト法のこのあたりに意見等ご

ざいますか。 

 

小 倉 委 員…ごめんなさい。私あまり詳しくはないのですけれども、これは、普段は学校で 

      実施しておられるのですか。 

 

教育総務課長…学級の運営に資するような子ども達の心理状況ですとか活動状態そういったも

のをハイパーＱＵというようなものを使って調査し、それらを分析したものの

中で人間関係ですとかそういったものを把握していくといった形をとっており

ます。これは各学校、小中学校でどちらかをやっているのでしょうか。 

 

嶋 﨑 会 長…実際にこんなふうに活用してるなど、ございましたら現場の校長先生にご意見

いただければありがたいです。 

 

長 澤 校 長…新玉小学校は、ハイパーＱＵではなく、ＹＰアセスメントという、これは「横

浜プログラム」というものなのですが、人間関係作りの把握のために実際に質

問に答えていくような形になっていると思います。それによって、人間関係が

個人に偏っているか集団に偏っているか、そういうようなことが見えてくるの

で、数値的に集団にとびぬけるような子どもがいた場合に、その子がどういう

ような心理状態にいるのかということを把握するということが一つの手段とし



6 

 

てあるわけですが、これらのアセスメント自体は、そこで把握することだけで

はなくて、こういうタイプに対してはこういうふうな対応をしていこうという

プログラムがあって、そのプログラムによって人間関係を改善していくという

風な流れではあるのですが、すべてを学校でやっているわけではなくて、学校

では本当に人間関係を把握する一つの手立てとしてやっているというのが現状

であります。できれば、２回程度行うことによって、はじめはこういうふうな

人間関係だったものが、色々な対応をしたことによって、こういうふうな改善

がみられたということが見れれば一番いいのですが、そういう時間は結局取れ

ないので、割と客観的にＹＰによって、把握していじめの芽をつむということ

で対応しているところが多いかと思います。ハイパーＱＵはさらにそれを細か

く診断できるものですが、金額がかかりますので、ＹＰを使っている小学校が

多いと思います。中学校は、ハイパーＱＵを使っているところもあると思いま

す。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。現状はそういうことですが、小倉さん何か続けてござ 

いませんか。 

 

小 倉 委 員…去年話を聞いた時に、いろいろないじめのアンケートをとっていらっしゃると 

いうことでしたが、担任がいろいろ子どもの人間関係を把握するため工夫をさ

れていく中で、ＹＰアセスメントやハイパーＱＵも十分に活かされていないと

いうことなのでしょうか。担任の先生の中には、うまく使いこなせている先生

もおられるし、自分のクラスの状態を学年で共有して、学年としてどういう対

応をしていくかという情報共有はされながら活用されていると思っています

が。 

 

教育指導課長…中間の人間関係を主に見たり、対応させたりしていただいていると、日々の活

動の中でも子どもの不満であったり、悩みであったりというものについては、

アンケート等を活用する中で、アンテナを高くして把握しているというのが現

状だと思います。 

 

長 澤 校 長…差が多くないんですね。ですからあくまでも傾向をつかんでいるようなところ 

だけのものでして、ハイパーＱＵの方がもっと質問数が多いので割と客観的な 

データがしっかりとれるという風なことでございます。 

 

嶋 﨑 会 長…いずれにしても、いじめの早期発見の一手段としてこういったものを総合的に 

使っていこうという動きであると思います。それから子どもの貧困対策など福

祉的な分野とありますが、芦田先生、このあたりいかがでしょうか。 
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芦 田 委 員…個別事案の対応ということになってくる中では、いじめをしたお子さん或い

は、 

されたお子さん問わずということになると思うのですけど、そういったお子さ

んの背景には、貧困であるとか虐待であるとかということも当然想定されるこ

となのかなと思いますので、福祉と連携ということは当然必要ではないかと思

います。ただ、いじめに関わったお子さんが常に福祉と関わりがあるかという

と、いじめの場合は、非常に難しいといつも思うのですが、虐待などを受けた

お子さんは、明らかに福祉問題なのでこちらが介入しやすいのですが、いじめ

の場合必ずしもそうと言えないところが、大変難しいのかなと感じているとこ

ろです。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。南先生、今の話のつながりなんですけども、子どもの 

心の問題、福祉的な分野と医療的な分野の関わりに関してはいかがでしょう

か。 

 

南 委 員…具体的には、児童相談所と保健福祉センターにあたれば大体の情報はいただけ 

るのではないかと思うので、親御さんの支援や家庭の支援などになると、状況

によって、入っていくということでいいのではないかと思います。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。資料の真ん中のところに、「ワンストップの窓口」等 

の記載があるのですけれども、厚労省でやっている、いわゆる子ども若者支援

の地域教育ではよくこのワンストップはよく言われるのですか。ワンストップ

ももちろんいいのですけども、せっかく幅広くある中で、子ども達もしくは保

護者の方達がこんな相談機関もあるんだということでたくさん示しておいてい

ただくといいような気がするのですけどいかがでしょうか。 

 

南 委 員…そうですね。いろいろな人達が入っていて専門分野がそれぞれ違ったりもする 

のでそういう意味あいでは、たくさんの相談機関を並べておく方が皆さんにと

ってはよいと思います。いろいろな相談機関を紹介できることが大事ではない

かと思いました。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。お気づきになったことはご遠慮なく先生方ご発言くだ 

さい。 

 

南 委 員…実際、いじめが学校現場で起きて、まず学校の先生方に相談するのが普通だと 

思うのですが、ご家族が話が進まないなどの不満をもたれた場合に、今、実際

にどういうところで相談されていることが多いのでしょうか。 

大体、教育委員会等に相談されると思うのですが、実態はどうなのでしょう
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か。 

 

教育指導課長…おっしゃられたとおり、教育指導課の方で相談電話、県教育委員会の方で、電

話をつなげる設定もございますし、そういったところで広くチャンネルを開い

ているというような状況で、親御さんが情報入手の方を選ばれて相談が入って

くるような状況です。 

 

南 委 員…県や市の教育委員会の、特に相談窓口と連携を行いながら対応していくという 

ことですね。 

 

教育指導課長…そうですね 

 

南 委 員…わかりました。 

 

小 倉 委 員…各中学校区等にスクールカウンセラーの方がいらして、これまで相談していら 

っしゃる方は、なにか子どもにあったらそこに相談される方もいらっしゃると

思いますし、スクールカウンセラーの方から、例えばこれは必要だと思った

ら、学校や教育委員会に連絡がいくこともあると思うのですが、そのあたりは

どこに入るのでしょうか。学校の中に入るのでしょうか。心理専門職が表の中

にはないですね。 

 

教育指導課長…確かに、校内の中には配置はされております。週１回ないしは週２回ですが、

県から配置はしていただいております。そこには、子ども達や、保護者の方が

相談をされているのが現状ですので、そこは記載は必要だと思います。 

 

南 委 員…今、中学だけですか。 

 

教育指導課長…中学校区という形で小学校にも出向いたり、小学校の子どもの保護者が学校に

来られたりというケースはございます。 

 

南 委 員…わかりました。 

 

小 倉 委 員…いちばん現場で受け止めていらっしゃるのは、担任の先生や、スクールカウン 

セラーであったり、或いはマロニエとか指導課にも心理相談員がいらっしゃる

し、不登校の相談窓口もあるので、現場にたくさんいらっしゃると思います。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。どうぞご遠慮なくもう少し時間をとりたいと思いま

す。 
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いかがですか。 

 

小 倉 委 員…もう一ついいですか。 

 

嶋 﨑 会 長…お願いします。 

 

小 倉 委 員…今、就学相談の件数も増えて、やはり初めて今度学校に入るというところで、 

子どもさんのことを心配に思っていらっしゃる方は、結構相談に来てくださっ

ていると思います。百何十ケース毎年就学相談に来てくださっていて、その中

に恐らくいろいろなタイプの人がいらっしゃるので、結構な数を就学前に把握

していると思います。或いは、それ以前に保育園・幼稚園のところでも、たく

さんケースがあがってきていて、小田原市の中では、就学前の支援も進んでき

ており、実態把握も進んでおられると思います。ただ、学校にあがるところで

その内容が担任に伝わっていなかったり、担任の方でどういう風に支援すれば

よいかわからなかったりする。せっかく繋がってきたものがそこで全部なくな

ってしまい、就学以前の支援と学校の中での連携に谷間があるとしたら、どう

いうしくみが必要なのかというところも是非考えていただけるとつながってく

るのかなという気がします。 

 

嶋 﨑 会 長…いかがでしょうか。今のご質問に加えてですけど、いわゆる「中１ギャップ」 

であるとか、いわゆる攻守の連携の部分で、文科省では個別支援のシートを作

成して、そろそろ持ってくるのではないかと思うのですが、そういった取組と

いうのは今の質問まさにそうなのですけれど、何かございますでしょうか。 

 

教育指導課長…就学相談、未就学のお子さまに、小学校のお子さまから中学に就学されるお子

さ、相談を受けたお子さまについては、中学に伝えるように、学校の日程要望

によりますけれども、３月から入学時の４月５月にむけては、学校によってク

ラス編成前に説明してほしい学校もあれば、入学した後に、具体的な手当を含

めて助言をしてほしいという学校もありますので、学校の要望にあわせた形で

すべての学校に、新就学のお子さんについては説明にあがらせていただいてい

るのが現状です。小学校から中学の接続の部分につきましても、シートを使う

ことと、不登校にかかわるところについては、連携シートのようなものを作ら

せてありまして、これを活用するようにというような働きかけはしているとこ

ろでございますけれども、これから更に周知を深めていく、徹底していく、特

別支援に関わるお子さまについては、個別指導計画や支援シートなど、接続が

見えている部分がございますけれども、不登校に関する部分はこれから取り組

めたらと思います。 
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嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。小中学校長会の先生、接続のあたりは、情報交換のよ 

うなことは今どのように工夫をされているのでしょうか。 

 

西 村 校 長…小学校から中学校へということはないので、特に、不登校のお子さんというの 

はどのようにお子さんをお迎えするかということで、３月中旬ぐらいにお子さ

まの状況を伺いながら、入学式前に私が担任ですと話をしながら、お子さんの

迎え方について計画をたてていきます。そういった中で、本校の例ですけれど

も、まったく学校に足をむけられなかったお子さんが、中学の段階で、早急に

動いていくのではなく、ご家族の方と、しっかりとお子さまの様子を確認しな

がら、その後、中学校の中にどのように入っていこうかと、まずは、支援室の

方にいる先生や保護者の方とコンタクトをとりまして、お子さまの様子をじっ

くり聞き、それをひとつワンステップとして学校の中に入っていきましょう

と、まずは支援室に入りましょう、その後、定期的に計画して出席していきま

しょう、おかげさまで５９日ぐらいの中の１０日間ぐらい学校にすでに入って

きているという状況です。ただし、教室にはまだ入れません。今年度の例です

けれども、少しずつということでお子さんの状況をしっかり把握し、つないで

いきながら保護者の方と共に教員が関わっていきながら、登校を促していると

いうところでございます。いわゆる関わりが大事だということだと思います。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。連携という広い話題になっていますが、全体のところ 

でいかがでしょうか。まだまだ課題はいろいろあるのですが、ご意見ございま

したらいただきたいと思います。 

 

南 委 員…教えていただきたいんですけれども、教育委員会の中で、「ソフト事業支援チ 

ーム」ということが書いてありますが、個々の学校のケースで困った時とか支

援チームに相談するということなのでしょうか。 

 

西 村 校 長…そうですね。先程お話ししたケースにつきましても、小学校から教育委員会の 

教育相談員や支援員に関わる方々の把握をされています。ですから、学校の方

も、保護者の方から話を聞きつつも、これまでどういう経過で不登校になって

いて、一応どういう状態であるかも保護者の方以外の教育委員会の支援をして

いただく、支援の方でも私どもの方にお話しをいただき、保護者の方を教育委

員会の方でサポートしていただきながらそのご家族をサポートしていくという

ことです。 

 

南 委 員…そうしますと、個々のケースのサポートもおこない、あとは一般的ないじめの 

予防であるとかそういったことについて学校の方から相談があれば、アイディ

アというかパッケージのようなものを示したりというお仕事でいいのでしょう
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か。それが、コンシェルジュ的な機能ということでよろしいでしょうか。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございました。委員の先生方いかがですか。 

田代先生伺ってよろしいでしょうか。法的な相談のことでたとえば保護者の方

と連携する機関がでてくる場合がありますか。一つ聞きたいのは、先日別の会

議で「法テラス」という話がありまして、そこで、例えば学校に対して訴訟す

る時に、無料でできるような話を聞いておりますが、相談があった時に普段ど

うされているのかお聞きしたいと思います。 

 

田 代 委 員…法テラスは、基本的に生活に困った人が弁護士や司法のサービスを受けるとい

うところで使われるものなので、貧困の方であれば、確かにそういうケースも

ありえるのかなと思います。ただ、法テラスによる基準は変わることがありま

す。いわゆる学校の初期対応が、保護者の方からすると不満だという時があっ

た際に、弁護士に依頼されて、そこで訴訟をいきなりするというよりは、学校

の先生方といろいろなお話しをさせてもらい提案をさせてもらったり、解決策

を探していくということは一応させてもらっています。法テラスというものが

今は使えるのですが、少し基準が変わっていて、使えるかどうかは、今後正直

わからないとこです。基本的には、弁護士会としてとりまとめて、いじめがあ

ったらここにというようなそういう意味での連携はないですけれども、弁護士

会としては、「子ども見守りダイヤル」というみたいなもの（子ども人権相

談）がありますので、ここには残念ながら入っていないのですが、そういった

ところにお電話いただくといじめを担当している弁護士につながるダイヤルが

一応あるとはお伝えはしておきます。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。その辺をお聞きしたかったのです。他の先生いかがで 

すか。ここのところは、結論をだして云々という話ではございませんので、対

策連絡会の方にまたお伝えいただけるようなシステムがあります。そうしまし

たら、この議題はここのあたりで閉じさせてもらってよろしいでしょうか。そ

れでは、議題２でございますが「不登校重大事態への対応」ということで、資

料２－１で、市内の状況をお知らせいただきたいと思います。 

 

教育総務課長…資料２－１の１ページをご覧ください。こちらは、平成２７年度小田原市にお

ける不登校の状況を過去５年間の不登校者数と不登校出現率を示してございま

す。平成２７年度の不登校者の統計は小学校で７３名、中学校で１５４名とな

っております。出現率といたしましては、小学校は０．７８％、中学校が３．

１６％となっております。中学生では、１００人のうち約３人が不登校という

現状でございます。出現率でみていきますと、小学校は増加傾向にあり、中学

校についてはほぼ横バイの傾向にあるという状況でございます。 
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次に、（２）学年別不登校者数の分布ですが、こちらは各学年別の不登校者数

を過去３年間比較したものです。最も気になる点といたしましては、平成２６

年度小学６年生であった子が、平成２７年度中学１年生にあがった時に、１２

人から３０人に不登校者数が増えていると同様に、平成２５年度から２６年度

も小学校１５人の不登校者数が中学校１年にあがった時に４４人に増えている

ということでございます。これは、先程嶋﨑先生からも話がありましたよう

に、中１ギャップの影響があるのかなという風には考えております。また、中

１から中３へ進級していくにつれても同様に大幅な不登校者数の増加がみられ

ますことから、具体的な対応策が求められているところでございます。次に、

裏面の（３）の欠席日数別分布でございますが、小学校では欠席率が３０日か

ら８９日までの不登校児童が４２名で、不登校児童全体の約５８％を占めてお

ります。中学校では、不登校の日数は欠席日数の少ないケースも多くないケー

スも平均的にみられるのが特徴です。次に、不登校者数も数をどのように算出

しているかですが、まず、欠席理由に関わらず、年間３０日以上欠席した児童

生徒を長期欠席者と呼んでおります。各学校では、年間の長期欠席者ひとりひ

とりの主な欠席理由を、文科省が定める規定によって、病気による欠席・経済

的理由による欠席・不登校による欠席・その他による欠席の４つに分類いたし

ます。このうち、不登校による欠席に分類した児童生徒の数を、その年度の不

登校者数として市や県とリンクしております。例えば、心の病気で診断のでて

いる児童の欠席を病欠にするのかどうか保護者の教育に関するリサーチの理解

がどの程度なのかということで対応することで分類する中でも、不登校にカウ

ントするのが難しいケースもございます。 

小田原市といたしましては、不登校の数の増減だけこだわるのではなく、長期

欠席者全体をどう支援していくのか、また欠席が２２日以下の子どもも教育的

にどう支援していくのかなど大切にし、個に応じた支援をする機会と考えてお

ります。次に、（５）平成２８年度４月１日付の欠席児童数ですが、今年度４

月から毎月欠席の状況を学校から報告してもらっております。これにより、各

学校で欠席状況についてきちんとした状況の把握を行うとともに、欠席児童へ

の対応の強化をしようということでございます。 

      次に、平成２６年度神奈川県の児童生徒の問題行動調査の速報値における不登

校学級のデータを参考に掲載しました。５ページ、２－４をご覧いただきたい

のですが、こちらは不登校になったきっかけと考えられる状況について、複数

回答を可能にして調査をしておりますが、いじめにかかわる項目の割合が小学

校で１．９％、中学校で２．３％、全体で２．１％となっております。また、

いじめを除く友人関係をめぐる問題が小学校で１３％、中学校で２０．１％、

合計で１８．２％と、いじめや友人関係が原因となっている不登校というのが

傾向としては、非常に多いというのがでております。いじめに関して言います

と、割合が意外と少ない気がいたしますが、この数字をどのようにとらえたら
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よいかは先生達の専門的なご見地からご判断、或いはご見解いただければと考

えております。 

資料１－２の説明は以上でございます。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございました。「不登校の現状」ということでご説明いただきまし 

たので、ご質問ございましたらよろしくお願いいたします。いかがでしょう

か。共通認識をしておきたいのですが、先程小田原市では、不登校に限らず長

期欠席者の全体をみてというお話しがございましたけれども、大変すばらしい

ことだと思いまして、年間の長期欠席者の主な理由を４つに分けられておりま

すけれども、統計の仕方により随分違ってしまうことがあります。というの

は、２つ以上理由があると「その他」に入れてしまいます。だから、例えば親

もそんなに行かせたくないみたいなそういう親だった、少しネグレクト的な保

護者であったりとかその子が気持ちの上でなんとなく無気力さがみられる場合

には、理由が２つあるというと不登校というよりも「その他」ということにい

れてしまうことが非常に多いんです。ですから、小田原市のようにきちっと数

字をだした上で、全国平均よりも少しだけ高くなっていますけど、きちっとや

られているというのは大変すばらしいなと思いました。 

 

田 代 委 員…５ページの神奈川県の速報値のいじめといじめを除く友人関係の問題ですけ

ど、 

この線引きはどのようにされているのかわからないのですが、もしこれが防体

法の趣旨で考えるというと、いじめの定義はすごく広いので、一定の人間関係

があっていやなことがあったらいじめになってしまいます。要は友人関係でい

やなことがあった場合、法律で考えてしまおうとするといじめになってしまう

と思ったので、いじめを除く友人関係というものはどういう風なものという

か、どういうふうにわけてこれに載っているのかよくわからなかったので、お

聞きしたいです。 

 

嶋 﨑 会 長…いかがでしょうか。 

 

教育指導課長…田代先生が仰られるとおりのことだと思うのですけど、やはりこれまでの経過

があります。この方法についてはかなり以前からこのような分類をしてきた経

過がございますので、その辺のところは学校の判断によるところもあると思い

ます。だから、そこは厳密に線をひいて１％と１８．２％となかなか難しいと

ころはあるとは思いますけれども、直接的にいじめ被害という思いのない中

で、友人関係における欠席というような形の分類になっているか捉えておりま

すけれども、厳密にここでその違いを説明するのは難しいというのが現状であ

ります。 
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田 代 委 員…わかりました。そうしますと一応まだ昔ながらのいじめというのが多分あるの 

かなと思います。継続的な暴力など、かなり悪質的なものというのが多分念頭

におかれた表になっていると思いますので、今後も表自体というか、それ自体

の改良が必要と思いました。今の法律のもとで、いじめを広く定義しているの

で、逆に、いじめを重く捉えつつも、要は本当に普通に考えればなんでもない

ことでも、その子にとってとても嫌な思いをさせてしまうということがどうし

てもあるので、主に教員の方々の専門的裁量にかなり丸投げしているというこ

とになるのではないかと思います。気をつけてほしいのは、法律上いじめとい

うことはあったとしてもそれは、あなたはいじめをしてるからそれはいけない

よという言い方はしないでもらいたいというところです。こちらとしては、い

じめということで取り上げますけれども、全部本当に悪質的ないじめです、だ

からあなたはそれは問題ですよ、というような考え方はしないでもらいたいと

いうとこだけです。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。大変貴重なご意見だと思います。他はいかがでしょう 

か。資料について疑問にもたれたところの解決だけを図って次に進みたいと思

います。不登校の調査では、横バイがずっと続いて増加期があり、急増した時

期に、スクールカウンセラーが配置されました。文科省の答弁では、スクール

カウンセラーの配置の効果で、不登校が減ったと書いてありますが、急激にあ

がって今こういう状態が１２年ぐらい続いているわけです。ですから、急にあ

がったところがなぜこうなったのかしっかり考えないといけないと思います。

ここ数年の動きを去年と比べて、その理由はなんだろう、それは非常にせまい

議論になってしまうと思うんです。もっと大局的に見た中で、不登校重大事態

をからめて次の議題に入れればいいなと思っています。 

 

南 委 員…資料からは直接読み取れないのですが、小学校から中学校にかけて段々人数が 

増えてますね。中学校でも段々増えており、とすると低年齢でおきた人が結構

持続的・反復的になっているのかなと推測ができるのですけれどもそれは実感

としてはどうでしょうか。 

 

教育指導課長…それは感じます。 

 

南 委 員…そういう子どもたちが重大事案にひっかかってくることがあるということなん 

ですね。 

 

嶋 﨑 会 長…おっしゃるとおりだと思います。ありがとうございます。次の議題の方が少し 

時間がかかると思いますので、不登校重大事態という議案ということでこれか

らやらしていただきたいと思います。事務局からご説明いただけますか。 
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教育総務課長…私から説明させていただきます。まず資料２－２でございますけれども、こち

らは「不登校重大事態にかかる調査の指針」平成２８年３月の文科省から示さ

れた指針でございます。年間欠席日数３０日を目安としていじめにより学校を

欠席することを余儀なくされている疑いがあると判断された場合に、不登校重

大事態として捜査を行いますがこの調査の目的は、不登校にいたった事実関係

を整理することで欠席を余儀なくされている状況を解消するとともに、学校復

帰の支援を行い、今後の再発防止に生かすこととしております。また、欠席日

数が３０日を超える相当前の段階から踏み込んだ準備作業、具体的にはすでに

実施した定期的なアンケート調査の確認や関係児童生徒からの事前調書の確

認、児童記録の内容の確認などを行うこと、学校の設置者に報告相談すること

などが明記されております。また、不登校重大事態が発生したと判断した後、

７日以内に教育委員会を通じて市長に報告すること、教育委員への報告、対処

策を決定する場合には、教育委員会会議を召集すること、市長の判断により総

合教育会議などの召集なども明記されております。どちらの方向につきまして

も、細かな配慮まで記載がされておりますが、そこからの報告や記録の重要

性、調査の実施を前提とした研修等の実施や啓発の重要性にも言及されており

ます。また、調査をおこなった場合には、いじめをうけた児童や保護者等に対

していじめの事実関係、必要な情報を提供し、説明することが求められており

ます。続きまして資料の２－３、不登校重大事態の対処スケジュールの説明を

させていただきます。 

まず、初期対応の有無につきましては、当初、不登校がはじまる場合、参考資

料１「不登校で困ったら」、A４の資料でございますが、こちらにありますよう

に学校での対応を教育委員会で定めております。また、いじめが原因と推定さ

れた場合には、小田原市においても参考資料２、これは神奈川県が平成２５年

３月に発行しましたものですけれども、いじめ初期対応のポイントに記載され

ているものをもとに対応しているところでございます。この資料は、教職員の

研修の際にも使用しているものです。この対処スケジュール案は、ここにいる

委員の皆様のご意見をいただきながら、児童生徒や保護者や学校、教育委員

会、いじめ防止対策調査会等の動きを見える化し、関係機関にあたっても、方

策をサポートできる体制はどのように作っていったらよいのかを煮詰めていき

たいと考えております。また、先程の資料２－２の指針にもございましたが、

平素からの報告や、議論の重要性、調査の実施を前提とした研修等の実施や啓

発が重要であると考えております。小田原市としましては、不登校の出現率が

全国や神奈川県に比べて高い状況にございますことから、不登校の要因とし

て、いじめの要素が入ってきた場合には、不登校重大事態となる可能性も高く

なることが推測されます。委員の皆様のご意見・アドバイスをいただきながら

小田原市としてのいじめ対策を模索してまいりたいと考えております。説明は

以上でございます。 
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嶋 﨑 会 長…ありがとうございました。神奈川県の事例を準備していただいていますが、特

に説明ということではなくてもいいのですが、ご講義いただきますでしょう

か。 

 

教育総務課長…冒頭説明させていただきましたけれども、神奈川県内で発生をいたしました重

大事態ですが、具体的には海老名の中学校で発生いたしましたいじめが原因と

みられる事案、それから、２０１３年に相模原で発生しましたこちらもいじめ

が原因とみられる重大事案これらについて相模原の方については、今年の４月

に調査会からの答申を受けて再発防止策を検討していくというお話ということ

で情報提供させていただいたところでございます。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。２つの事例を頭にいれながら、これから時間もありま

すのでしっかりと議論していきたいと思います。まず、今のご説明の中で、ご

質問等ございませんでしょうか。 

 

教育総務課長…嶋崎先生、若干よろしいでしょうか。補足です。冒頭、今回お願いした主旨と

いたしましては、国におきましては年間３０日を超えるようなものについて、

３０日以降の対応を視野にいれて、要は事前の準備をしておきなさいというよ

うな、そういうこの資料の指針のまとめ方なのですが、実際に学校現場からす

ると、ありきではなくて初期の段階からいたらないようにするか、どうしたら

よいかというところに呼び寄せないようにするのですけども、この指針につき

ましては、重大事態ありきというような形になってしまっているので、要は、

ならないためにどうしたらよいかということを是非専門的なご見地からご意見

いただければという風に思っております。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。 

      小倉先生、学校の対応のところでこれはよく言われていると思うのですが、い

かがですか？１日目電話、２日目手紙、３日目家庭訪問とこのルールをご覧に

なってご感想等お聞かせいただければと思います。 

 

小 倉 委 員…私、中学の娘がおりまして、風邪をひいてもこのような対応をしていただい

て、 

先生方はしっかりやっていただいていると思いますが、先生方が危ないと思わ

れるのは３日目以降、一週間休んだというところで、どうしたらいいかという

ところだと思うのですが、その間、学校の中でも動ますよね。こういう場合は

こうしましょうみたいなマニュアルは、学校の中にできているのでしょうか。

不登校のケースには、いじめとかではないケースでも、それはしんどくなると

思う事例もある。多分、あなたにとって、今学校のことは第１目的ではないと
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いうように、しばらく休んでいていいよという事例もやはりたくさんあると思

います。中学２年生の思春期の入ってくるところで、大人世界のいろいろなも

のが見えてきます。それまで不安定ながらも頑張っていたところが、プツっと

切れてしまい、一回休み始めると、その後、どんなに自分としては元気になっ

たり、いろいろケアを受けたりしてもやはり行きづらくなるというのはあると

思います。いじめが原因の場合、３０日全部過ぎたら、全部重大事件になるの

でしょうけれども、学校でできることの限界もあるといいますか、学校もそこ

でやらなくてはいいところもあると思いますし、学校以外のところで連携をと

りながらその子が健やかに生きられるように、その次のステップをどう踏み出

していったらよいかというところで、学校ができるところを探っていく、学校

に関しては、それが必要と思っています。 

その中で、いじめというものがでてきたら、私たちは早急に動かなければいけ

なくて、学校の先生方もしっかりそこは動かないといけなくて、今回はどうい

うふうに考えればいいかと思っていますが、不登校について考えますか。 

 

嶋 﨑 会 長…いわゆる初期対応のところで、欠席が続いた段階で当然最悪事態を想定したい 

じめがないかという前提のもとに調査といいますか対処しますね。当然、次の

ところで「いじめと不登校との原因の推計」とありますけれども、この行動は

即すべきですよね。 

 

小 倉 委 員…そうですね。結局校内でいろいろ聞き取りをしてどうもそういうことがあるら 

しいというのが明らかになってきた場合のそのあとの対応ということですか。 

 

嶋 﨑 会 長…いじめとしての対応をしていかなきゃいけないということですよね。 

 

小 倉 委 員…そうだと思います。 

 

嶋 﨑 会 長…この部分は、そういうことですよね。この図に何かつけ加えることって他の委 

員の先生方含めていかがでしょうか。何かございますでしょうか。いじめって

発覚したのが、３０日関係なく当然対応しますよね。 

 

南 委 員…少しよろしいですか。長期化しないように何か手はないのかというお話しが今 

ありましたけれども、小田原の先生方はすごいというのが正直な感想で、本当

に、１日目、2日目、３日目でこんなに迅速に対応とられるんだなというの

に、よくやってらっしゃるなというのが正直なところです。この場合は、その

不登校にならない方がもちろんいいのですが、この場合はいじめがからんでい

て、それで長期化してしまう例についてどう備えるかというのが、今回の眼目

だと思いますので、不登校対策としてはもうこれで十分ではないかと思いま
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す。県の初期の対応ポイントも読んで本当に感心したのですけども、初期対応

のポイントに書いてあることでいいと思います。こじれてしまうケースで、モ

ンスターペアレントがありますけれども、それはどういう場合で生じるのかと

或いは、そのいじめによる不登校が生じて、しかもそれが長期化しそうなケー

スはどういうケースなのかとかいったあたりのイメージを持っておいたり、チ

ェックリストなどを作るなど、留意点をあげておくとかでもいいと思います。

そういうことができていて、長引きそうだというのは備わればいいんじゃない

かと思います。支援チームが教育委員会にあるわけですから、やはり重大事例

はそこで集めていただいて、どういうケースがなっているっていうのをまた具

体的に、自主的にあげていっていただくというのが、今後大事ではないかと思

います。それまでは、こういうケースが長引きそうだということはもうこのへ

んで推定しながら、こういうケースは常識的に思いつく範囲でイメージしてお

けばいいのではないかと思います。 

 

嶋 﨑 会 長…事例の収集から留意点等整理ということの動きがやはり必要です。なかなか事 

例がありませんが、例えば、私が今関わっているケースで言いますと、いじめ

られたと言って、親が子どもを学校に行かせないんです。学校に対して、「う

ちの子が行けなくなったのはいじめだ」と。要するに、金銭の請求です。その

親はそこに行って訴えるぞと言っている訳です。このケースは、いじめと言う

よりも、親の作り話とは言いませんけども、そういった動きです。それで、南

先生にお聞きしたかったのは、このケースの中で、精神科の先生が診断書を書

いて、スポーツ振興会からの災害給付まで貰っています。私がお聞きしたかっ

たのは、精神科の先生が診断書を書くのかということです。いじめが原因でな

ければ、スポーツ振興会からは出ません。精神科に行っている治療費などのか

かった費用です。 

 

南 委 員…基本的には、その親御さんの情報によってとか、ご本人の情報によって、医 

者はストーリーを組み立てていることになります。学校の先生方とか、相手の

お子さんとかの情報を聞いて、ストーリーを組み立てている訳ではありませ

ん。いじめが原因だと立証できるような診断書は書けませんよ、と私なんかは

言っています。 

 

嶋 﨑 会 長…ですよね。 

 

南 委 員…因果関係については立証できません。現状について、こういう症状を呈してい 

ますということはできるけれど、そういう立場です。 

 

嶋 﨑 会 長…その中で話題になったんですけど、お医者さんが書く中で、病状の報告書なん 
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か説明書みたいなのありますか。 

 

南 委 員…説明書というものを作ることはあります。 

 

嶋 﨑 会 長…そういうのは、親の方から請求されてから書くものなのですか。 

 

南 委 員…本当に説明のために、忘れてしまうことも多々ありますから、医者なんて専門 

用語も入ったりしますから、記憶が残らないってことがないように、説明書を

作ることがあります。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。今のような事例がたくさん集まればということです

ね。 

気をつけなければいけない点がありましたら、何か感想ございませんでしょう

か。 

 

芦 田 委 員…ある関わった事例の中では、先程課長が言われたとおり、予防というか、３０ 

日に至らないということも、もちろん予防的な対策は常に不登校対策の中で行

いつつ、残念ながら、なかなか３０日で解消できないことが明らかだと思った

時には、もう調査委員会を立ち上げることも含めて、教育委員会としては準備

をスタートせざるを得ないのかなと思います。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。そういう事例もございます。 

 

南 委 員…普通に考えれば、いじめがあって不登校になって長期化する場合は、いじめが 

深刻であるか、ご本人が脆弱であるかだと思います。いじめの深刻さというの

は暴力が激しいとか期間が長いとかそういうことは先生方もよくご存じだと思

うんですけれども、ご本人のいじめの前の適応部分ですね。就学前からの情報

という問題になってくると思いますが、不登校歴やクラス内の孤立があるなど

といった問題などもチェックポイントとして頭に置いておくといいと思いま

す。それから、調査委員会があった方がというお話しは、あった方が多分、学

校の先生方は守られるのかなと思いますので、積極的にやる意味があるのでは

ないかと思います。しかし、ここで、一つ問題になるのが、先程もともと適応

があまり良くなかったお子さん、孤立していたお子さんというのは、割と被害

者意識をずっと持っていることがあり、そんなにいじめでもないのですが、い

じめと言う場合があります。親御さんが不安が強い場合は、かかえこんで、や

はり学校が・・というようなことになってくる可能性があると思います。そう

いう時に、多分先生方なり調査委員会なりが、そういったことはなかったです

よ、というようなお話しをしなければならないと思うのですが、そういう対立
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の場で見解を出すというのがどのくらいできるのか、どういうふうに行うとい

いのかなど、是非、田代先生にお聞きしたいと思います。学校と対立関係の中

で、その調査した結果を示すときの留意点というか、学校の先生や教育委員会

を内側から支える弁護士の先生方が是非いてほしいと思います。 

 

田 代 委 員…そうですね。親御さんとの対応については、教員の方々は、その子以外にも多 

数の生徒を持たれている中で対応しなければならないので、非常にストレスも

抱えますし、時間もさかれて大変なので、もしそういうことがあった場合は、

一度は現場の教員の方々に（弁護士・調査会に）来てもらわないと。どの弁護

士でもいいというわけではなく専門に勉強されていないような弁護士も正直い

ますので、学校と交渉をしてくれれば、まだ冷静にお話ができると思います。

留意点としては、実際調査結果をお伝えするというところに関しては、振り回

されないで、あくまで事実としてこうでしたと、いうことを伝えていくしかな

いのかなと思います。そこで、こういうことがあり、こういうことになりまし

たよというところをしっかりとお伝えした上で、最終的な見解というか評価は

お伝えするのですけど、まずは A君と B君の間ではこういうもめごとがあり

ましたよということをお伝えしていくというのが、まず大事なのかなと思いま

す。多分、訴訟を言ってくるような方々というのは、結構こまかく聞いてくる

ので、踏み込んで「今、こうなっていますよ」ということをしておくと、多少

は、少しむこうも一応やってくれているのだなというところで、だいぶ溜飲が

さがったりするところもあります。嫌な相手には敢えてこちらから踏み込んで

いくというのが、時間はかかるところではあると思うのですけど。進捗状況を

報告して、伝えるところは事実のところと最終的な調査結果については、しか

るべき場所を用意してこういう事実があって私たちはいじめではないという評

価をきちんとお伝えする形をとっていくことが大事かなと思います。 

 

嶋 﨑 会 長…南先生からご提案があったチェックリストですね。そういうのがいくつか今日 

でています。続けて法的なことで、多分、校長先生方も同じようなお悩みをお

持ちだと思うのですが、いじめじゃないかって言われてお話ししたりする時に

は、記録が必要になりますよね。テープレコーダーにきちっと録っておいた方

がよろしいのでしょうか。 

 

田 代 委 員…そうですね。細かいニュアンスとかは、言った言わないこともあったりします 

し、意外と紙上で返されて（判決文読ませてもらうこともある）作るのも大変

なのですけど、作っていただけると非常にありがたいです。やはり、聞くより

は読んだほうが早いので最終的に、ぼくらは訴訟をやる場合は、できれば録音

を一回聞く、言葉のニュアンスだったり、間だったりというところでどういう

流れで言っているのか、悪質なケースの場合、意図的に抜かれている言葉があ
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ったりとかもあるので、そこは、録音は必ずできる限りはよく聞くようにして

います。 

 

嶋 﨑 会 長…学校の先生方からよく質問がでるのですが、要するに内緒で録音してもいいの 

ですか。 

 

田 代 委 員…よく民事訴訟の場では、別に一応概念上は違法収集証拠というのがありまし

て、 

刑事だったら捜査機関が隠して録ったりするのは証拠として排除しましょうと

いうようなものはあったりしますが、民事の場合は、ゆるいので、隠して録る

ことをやってもいいと思います。ただ隠してというよりは、「ここ記録とりま

す」と言ってやったほうが堂々としてますし、こういう会議にも堂々と録音し

ているとわかれば変なことも言わないので、「大事なことなので録音させても

らいますね」と言っていいと思います。 

 

嶋 﨑 会 長…近畿の弁護士会がいわゆるクレーム問題を「教育対象暴力」という名前にして 

出版しました。そういう疑問、法的なことだけではなくて、医療的にも、福祉

的にもいろいろあると思うのですが、今日一つぐらい先生方いかがですか。せ

っかくご参加いただいているので聞いておきたいことありませんか。 

 

西 村 校 長…先程のテープの録音のことなのですけども、私どもの場合、保護者の方が録り 

ますよと言われる場合が当然多いのですね。伺ったところによると、第三者に

公表する場合においては、双方の了解が必要になってくるみたいなところで、

録ってもらっても、公にする場合には、双方の了解が必要だという部分がある

ので、基本的には、録音されたものは、有効でないと言われた時がありまし

た。 

 

嶋 﨑 会 長…いかがですか？要するに第三者に聞かせる場合には、録っておいても了解とら 

ないで勝手に聞かせたら機密漏えいだと言うことでしょうか。 

 

田 代 委 員…それで、ただちに機密漏えい罪にはあたらないと思うのですけど、先程言った 

とおり、結局それを何に使うかというところなので、基本は、録音は記録のた

めというとこだと思うので、いわゆる証拠という形にはなると思うのですけ

ど、その証拠を何に使うのか。基本的に民事裁判だと思うのですけど、この調

査委員会でも、そういったものが出てくるかもしれないというところを前提と

すると、第三者に見せることが前提であるので、その録音をもちろんユーチュ

ーブなどに公開するということはあまりよろしくないことだと思います。あら

かじめ、取り決めをしておくということがいいと思います。従って、形に残す
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ものとして、録音してもかまわないけれども、少なくとも、子どものためとい

うこと。それをユーチューブや第三者が聞けるような状態に置くというのは、

誰のためにもなりません。そういった手法での公開というのは基本的には止め

ましょうというのを取り決めておくと、調査で出す分にはやむを得ない場合も

あるというよう取り決めは最初に紙で残してもいいと思います。録音する場合

は、これを書いてくださいというようなものを提示して、お互いサインしてお

けば、それを破ったから、違法だから１００万円払ってくださいというように

はなかなかならないと思います。 

 

西 村 校 長…もう一点だけ、ここの場合には、被害を受けたいじめの対象児童生徒というこ 

とで書いてありますけど、学校の方では、関係児童生徒保護者への対応が大変

な内容になっていくのではないかと思います。学校としてはいじめを防止する

ことができなかった加害者については、児童生徒の保護者への対応をしっかり

していかなくてはいけないということがやはりこの影にあるところで、重大事

案を見ても、関係児童生徒というのは一か所ぐらいしかでてこないですね。学

校としては、加害者の児童生徒・保護者へ対応をどのようにやっていくか、そ

こで、関係機関の方々にいろいろなことでサポートしていただく、ご指導して

いただきたい部分も多いだろうなということは、この表をみて感じたことでご

ざいます。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございました。そういった話の中で、先程、南先生からご提案のあ 

りました学校の先生方にも役立つような留意点のチェックリストができていけ

ばいいと思います。どうぞもう少し時間とってあります。 

 

小 倉 委 員…モンスターペアレントのこと、或いは加害者の保護者のことなどいろいろ出て 

くると思うのですが、いきりたってくる保護者の方は、やはり困っている人だ

と思います。こちらが戦わなければというふうにかまえると、ますますひどく

なってしまう。まずは、その人の言われること、子どももそうなのですけど

も、思いをこうしっかりと受け止めてあげるということが必要かと思います。

誰がその受け止める役目をするかというのはコツがいるのかなと思います。心

理専門職であれば、事実はとりあえず置いておいて、あなたはそんなふうに感

じたんだねと一回受けて、あなたはとても辛かったということを受け止める。

そして、実際どうしたらいいかというのは、他の先生にも相談してみましょ

う、私も聞いてみましょう、というような形で一回保護者の信頼関係を作る。

いろいろな思いをかかえている子どもや保護者の味方になって、そこから、関

係機関と調整をしていくと、何かいろいろあったとしても、自分の思いにそわ

ない結果が出たとしても、あなたが言うのであればそうかもしれないと、少し

落ち着くと思います。事前に保護者の情報があると思うので、その場合に誰が
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その味方につくか、たとえばそれまで信頼関係を持っているどこかの主任の先

生やスクールカウンセラー或いは担任の先生など多分いろいろだとは思います

が、そこは、初動としては一番大事だと思いました。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。役割分担も、チェックリストにしっかり入れたいとい 

うことです。 

 

芦 田 委 員…小倉先生の部分で、私もいじめということではないのですが、被害ということ 

がはっきり出てしまった案件に関わった時に、先生方の対応が非常にまずかっ

たところがあります。事実がよくわからない中で、もうあなたたちは加害者の

親御さんですよ、という言い方をしてしまい、親御さん達の中には学校に対し

て不信感が出てしまいましたし、被害のお子さんは被害のお子さんで不信感が

出てしまうという状況でした。生徒同士はしばらくして実は仲良くなったので

すけど、親御さん同士は戦ってしまうというとこまでいってしまった。まず、

親御さんも含めて、思いというところをきちっとおさえていくというところが

すごく大事だと思います。モンスターペアレントという言い方は、我々が作っ

てしまっている可能性は十分にあると考えた時に、親御さんの思い、加害者の

生徒さんであっても、加害者の親御さんの思いをきちっと受け止めながら、不

安を少しでも解消していくこと。親御さんが今回の事件、加害者の生徒の親と

して自分がどう思ったのかということをきちんとお話ししましょうといった、

いわゆる修復的対話ですね。それは、多分学校の先生方だけではなくて、中学

であればスクールカウンセラー、ソーシャルワーカーも含めて或いは指導課の

相談員も含めて、まわりが一丸となってやっていくということで、モンスター

ということばを使わなくてすむような形は取りたいと思ったことです。 

 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。ご提案として受け取らせていただきます。モンスター 

ペアレントという用語は、この委員会では使わないということでよろしいです

か。親御さん自身が困っている、困った親は自分が困っているということです

か、そのあたりもひとつリストの中にとりあげておいていただいて、学校でも

ご活用できるようなこういう表が完成するといいですね。 

 

小 倉 委 員…いじめなどこじれてしまう時は、先生方の初期対応がまずかった場合、どう動 

くかということが保護者と信頼関係を作るところで、すごく問題になる部分で

すよね。多分、こちらのニュースになるようなケースなども先生方の対応がま

ずかったことを隠そうとしたがゆえに、ますます問題になってしまったと思う

のです。でも、先生方も、毎回毎回きちんとした対応を取れるわけではないと

いうことも含めて、何か間違いがおこった時に、その学校全体として失敗した
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先生のフォローや対応など人間関係をどのようにつくっていくかということも

あると思います。失敗した人をただ守るとか、ただその人のせいにするとかで

はなく、先生方同士でそういう場合はこうするよ、失敗もするのだから今後は

適切に対応していくというようなことも含めて、先生方の対応方法もケースと

してだしておけば、先生方も言いやすくなるのではないか、報告しやすくなる

のではないかと思います。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。そうですね。チームで対応していくことは大事です

し、 

教師の対応の仕方の留意点も少しあげておきたいですね。あと少しもう一言ず

つ言っておきたいということでございませんでしょうか。 

 

教 育 長…先程、初期対応の中で、本市としては各学校で一日目電話を入れる、いじめで 

も不登校でもすべての子どもで、風邪でもそうですが、二日目手紙、そういっ

た中で、３日目家庭訪問をしてこの段階が僕は一番勝負だと思うのですね。こ

の３日までのところで、そこだったら、たとえばいじめにしてもそれ以外の要

因にしても子どもも結構実はこうだったとか話すと思うのですが、そこを逸し

てしまうとやはり一週間或いは 1カ月と今度は親の方の考え方も変わってくる

のでしょうかね。要は、本人はいるのだけども先生が訪問に行ってもお子さん

に会わせてくれないという事態が起こってくる。子どもの生死の心配までして

しまうというそういう状況が結構でてくるのではないかと。先生方は一生懸命

家庭訪問して、なんとか本人の様子、電話ではなく、やはり本人の姿をみない

とという、そこに訪問に行くのだけども会わせてくれないという事態が続いて

いく。学校ではなかなか対応できない、いろいろ教育委員会でも、児童委員や

民生委員などタイアップして家庭に関わっていくのですけれども、なかなか難

しいそういうケースが実際には結構全国的にはあるのではないかと思います。

会えない、会わせていただけないという事態が…そこのあたりをどういう風に

したらよいか、また、そうならないためにやはり３日間ぐらいが本当に勝負か

なと思います。逆にそこを気づかないと学校も対応を逸してしまって、殻にと

じこもってしまうという、いろんなケースを感じます。そのあたりをどうした

らいいのかと、そのあたりをご助言いただけるといいと思います。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。確かにそうですよね。スクールカウンセラーは、家庭 

訪問は担任等と一緒でないといけないのでしょうか。 

 

芦 田 委 員…多分、スクールカウンセラーの訪問はしていないと思います。 

 

嶋 﨑 会 長…基本的にはやってはいけないと書いてあるのですが… 
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芦 田 委 員…不登校の担任の先生が行かれるということになりませんか。 

 

嶋 﨑 会 長…文科省の方も、基本的にはダメだと言ってるわけなのですけども、ただ、アウ 

トリーチっていうのは本当まさに実際に顔を見て話すと違いますね。 

 

芦 田 委 員…違います。私自身もちろん家庭訪問やったことありますし、実際、私は日数が 

限られているので、行けない時には担任の先生なりが、子どもに会えたやはり

実際１０秒２０秒でも顔を見て帰ってきてるかどうかと、そこで安心感という

非常に大きいです。我々福祉の人間で言えば、平成１６年の岸和田市の事件を

やはり頭の中に置いておかないと最悪の事態ということが常に頭の中にあるの

で。なかなか会えないとなると、どうしても児童相談所をからめないといけな

いのかなとどうしても頭が常に及んでしまいます。やはり、会えるということ

の安心感というのが、とても大事なことですし、会える関係をどう作るかが、

まさに教育長仰ったように、３日目までの勝負なのかやり方はあるのかもしれ

ませんけれど、一つのやり方としてのマニュアルどおりの対応はあるのかなと

は感じます。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。 

 

小 倉 委 員…もし、事前の友達関係があれば、今の子たちはみんなラインでつながっている 

ので、不登校でも毎晩のようにラインで、無料で、みんなでやりとりや会話を

していたりしています。生きてるかどうかだけであれば、友達に聞けば確認で

きるかもしれないです。 

 

嶋 﨑 会 長…そうですよね。エコマップ（人間相関図）を作り、そして関係機関とうまく結 

びつけてというこれがきわめて大事ですよね。たとえば、教師が行って会えな

くても他の人でこんな人がいたら、そこにお母さんと来たり、話せる人を探す

などマップにおいていくというこの作業大事ですよね。 

 

田 代 委 員…その作業も大事ですし、連携というところで私ども民生委員さんになるのです 

けれども、私などが虐待とか不登校について民生委員と話をする時には、直接

民生委員さんが踏み込むことはできないのですけど、そういう形であれば民生

委員さんにみてもらえたりとか、友達関係で言えば、スーパーなどで見かけた

り、兄弟がいれば、兄弟等の関係者に、生きてるかどうか、エコマップにおと

していけばいろいろなことが資源として見えてくるので、なにかいくつか、次

にお伺いをたてる人はいないかなどとご提案させていただいております。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございます。これでいろいろ出していけば、とても素敵な図が完成 
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するような気がします。 

 

嶋 﨑 会 長…２番目の議題はこれで終了させていただきます。３点目といたしまして、その 

他とございますが、事務局から何かございますでしょうか。 

 

教育総務課長…その他として、今年度、第 2回目の「いじめ防止対策調査会」のスケジュール

についてですが、すでに、皆様には１０月から１１月のスケジュール調査票を

お渡ししておりますが、事務局でとりまとめ、調整させていただき、早目に日

程案を提示させていただきたいと思います。 

          どうぞ、よろしくお願いいたします。事務局からは以上です。 

 

嶋 﨑 会 長…ありがとうございました。只今の事務局からの説明について、何か質問やご意 

見は、ございますか。特になければ、ご協力ありがとうございました。本日の

会議は閉じさせていただきます。 

         それでは、進行を事務局にお返ししたいと思います。 

 

教育部副部長…嶋﨑会長、議事進行、ありがとうございました。また、各委員におかれまして

も、様々なご発言、ありがとうございました。 

         これにて、閉会とさせていただきたいと思います。本日はありがとうございま

した。 


